
応募

審査

未来をよりよくする人工衛星を考えて工作して、

裏のレポート用紙などを使ってまとめて、2026

年 3月 2日（月）必着で

（公財）日本宇宙少年団の

事務局に送付してください。

JAXA OB の人工衛星の専門家が審査して賞を選

出します。また、賞に選出された作品には、専

門家からコメントが送られます。

発表
2026 年 3 月下旬に日本宇宙少年団のウェ

ブページと YAC 通信にて受賞者の作品と

氏名、専門家からのコメント、諏訪宇宙

飛行士からの総括コメントを発表します。

ご応募いただいた皆さん

全員に賞状を送ります。

また、すてきなアイデア

や工夫が光る作品には、

宇宙グッズをプレゼント

します。

人工衛星を宇宙に打ち上げると、遠い宇宙や地球についてしらべたり、
宇宙から地球のわたしたちの生活をサポートしたりできます。

未来をよりよくする人工衛星を考えて工作しよう！

NASA グッズなど
（画像はイメージです。個数・内容は選べません。）

まずは、オプションパーツの無地の人工衛星を組み立てて
H3ロケットペーパークラフトに搭載してみよう！

『H3ロケット ペーパークラフト』に搭載する2025 年 10 月と 2026 年 1月配布の YAC 教材

人工衛星

フェアリング（L）
次は、オリジナルの人工衛星を作って搭載してみよう！

ロケットのフェアリングの中
に搭載するときは、実際の人
工衛星のように、折りたたん
で小さくして格納する。

H3ペーパークラフトから、フェアリング（S）を取り外して、オプションパーツの「フェアリング（L）」
を取り付けよう。この「フェアリング（L）」は、パカっと開くので、オプションパーツの「人工衛星」を
組み立てて、フェアリングの中に搭載しよう。

好きに色を
つけよう！ みんなの

アイデア発表を
楽しみに
しているよ！

2025 年
10 月配布

2026 年
1月配布

〆切
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【レポートの送付とお問い合わせ先】
公益財団法人日本宇宙少年団　きみの人工衛星工作コンテスト係
〒101-0054 東京都千代田区神田錦町 3-21 ちよだプラットフォームスクウェア CN306
電話／ FAX：03-5259-8280　（月～金　10:00 ～ 17:00）

出典：JAXA



きみの人工衛星工作コンテスト 2026 ウェブページ
https://www.yac-j.com/content/eiseicraftcon2026/

搭載！

搭載！

オリジナルの人工衛星を作って搭載しよう！

人工衛星は、宇宙から地球を、宇宙から宇宙を観察したり、通信を中継したり、
いろいろなことに活用できる。そのために必要なしくみや装置を持っている。

太陽電池パネル

通信用アンテナ観測用センサ

エンジン サーマルブランケット
（宇宙の熱環境から
人工衛星を守る）

サンプル採取装置
（まがるストロー） ビニールタイ

本体（木のブロックに
キラキラの折り紙）

人工衛星の主な装置

例１

例３

アンテナ
（ワッシャー）

宇宙ゴミを観測するセンサ
（デコシール）

宇宙生物を助けるための
アーム（ビニールタイ）

エンジン
（ストロー）

【後ろから見たところ】

本体
（ペットボトルのふた）

本体
（ペットボトル
のふた）

パーツを自由に見立てよう！

観測用センサ

太陽電池パネル

アンテナ

オリジナルの人工衛星を、たとえばペットボトルのふたやストロー、折り
紙やビニールタイなどを使って作ろう！　きみが考えるミッションに必
要なしくみや装置を持たせよう！　そして、H3ロケットペーパークラフト
のフェアリングの中に格納して、打ち上げ前の状態でかざろう！

搭載！

https://spaceplace.nasa.gov/build-a-spacecraft/en/
NASA のこのページを参考にしよう！英語だけど、人工衛星工作の基本が紹介されているよ！

自分だけではむずかしいときは、おうちの人と一緒に英語を読むことにチャレンジしよう！

例２


